
立命館大学建築・室内気候グループ
　本グループは、建築環境工学の中でも特に、建築の内部空間における人体の快適性
や室内の温熱空気環境を、主に実測・実験やCFDなどのシミュレーションを用いて分析
している。主な研究は、居住域を対象とした局所空調制御の検討や、次世代空調システ
ムの性能評価であり、快適性と省エネルギー性の両面から検討を行っている。

ENVIRONMENT

航空機内における座席空調の導入による局所温冷感の向上と乾燥感の改善の検証
■研究概要

航空機内の数ある制約で自由度が高い椅子に着目し、
椅子の座面と背中面に吸い込みファンを取り付ける

吸い込みの様子

全体空調と座席空調を有する航空機内を模擬

実験室の様子

従来の航空機内の空調では
・乗客の温冷感はそれぞれ異なるが、個別に温度を調整できない
・頭上空調では臀部や背中が暑く、顔周辺が乾燥し、不快である

そこで

気流が発生しない空調方式に変えることで乾燥感を改善しながら局所的な快適性
を向上させることができると考え、航空機に適応可能な個別空調を提案する。

全身の温冷感と快適感 口の乾燥感と快適感

■結果　頭上空調と座席空調の比較　　

PCファン オフィスチェア

気流感変動制御システムを有するオフィスの実測•実験評価
■研究背景
　近年、知的生産性やウェルネスなどの意識は高まり、オフィス内温熱環境の向上が必要となっ
ている、本研究では、オフィスの非定常温冷感向上を目的として建築した空調制御システムの導
入されているオフィスにて実測・実験を実施した。従来のVAV制御では、給気温度を一定とし、給
気風量を変更することで目標室内温度となるように制御している。しかし、室内負荷が小さい場
合は風量低下に伴い気流・温度分布が悪くなり快適性低下が懸念されるという問題点がある。
これに対して、熱負荷
が変動しない状態で
あっても同じ処理熱量
となるように給気温度
・風量を周期的かつ
強制的に変動させる
ことで気流感に時間
変動を与え、快適性向
上を図る。

オフィスビルにおけるデスク組込型パーソナル空調の性能評価
■研究背景 ■システム概要

■研究概要

　オフィスビルにおいて、環境負荷低減と快適
性・知的生産性の向上を両立する空調方式と
して、パーソナル空調の導入が進められてい
る。体近傍のデスク廻りから送風するパーソ
ナル空調は、人体に対して気流到達の効率
性、風量・風向調整の操作性向上が期待で
きる。

　アンビエント用とパーソナル用にそれぞれ分
けた空調ユニットを設け、パーソナル空調ユニ
ットからダクトを介して人体へ冷風を供給して
いる。パーソナル吹出口は、デスクに組込み、
個人で開閉・風向の調整を可能とした。

　本研究では、デスク組込型パーソナル空調
を導入した建物にて実測評価を行い、人体冷
却効果を確認した。また、アンケート評価によ
り、パーソナル空調乃利用申告及び、冷房の温
冷感・温熱満足度申告を確認した。

室内のCO₂濃度が生産性と生理心理量に及ぼす影響
■研究背景 ■結果

■実験概要

　近年オフィスや学校等の室内環境が、在室者の生産性に
影響する可能性が指摘されている。しかし、室内環境の一つ
であるCO₂濃度と生産性に着目した研究は少ない。そこで
本研究では、CO₂濃度と人の生産性との関係を調査するた
めに、被験者実験を実施する。

　一部の被験者において、高CO2濃度環境下でタイピングのミス数
が後半に上昇する結果が現れた。また、複数の被験者においてCO2
濃度が上昇するとねむけが増加する傾向が示された。

実験室平面 実験室断面 タイピングミス数

タイムスケジュール

　温湿度を一定にすることができる恒温恒湿室で実験を行
った。ここに被験者を入室させ、CO₂を600ppm、5000ppm
など様々な濃度に制御し、CO₂濃度が生産性と生理心理量
に及ぼす影響を検証する被験者実験を行った。なお、生産
性を評価するための作業性テストとして、タイピングや100
マス計算を用いて実施した。

入浴時・入浴後の温熱環境が人体に与える影響
■研究概要
　入浴と就寝時を直結させた研究はされているが、入浴
後の室内に着目した研究は少ない。入浴後の温熱環境が
人体生理・心理量に与える影響を分析し、スムーズな睡眠
への導入と室内の快適感の維持を目指す。

Ⅰ．人体熱モデルによる数値シミュレーション
　（入浴モデルの作成・生理量分析）
Ⅱ．被験者実験による心理量評価（今年度実施）

■研究手法

■解析結果
　手足の皮膚温度と深部温度の差を
縮めることが入眠に繋がるとされて
いる。本解析結果から、湯温よりも入
浴後の室温が高いほど入眠に繋がる
と示唆された。

コモンスペースと集中ブースでの生理量と
知的生産性に与える影響
■研究概要

■研究手法

■研究結果

　ABW(Activity Based Working)は執務者の生産性を高め
ることが期待されており、近年様々なオフィスで取り入れられ
ている。本研究では、様々な作業環境で、被験者に作業性を
測るテストを与え、作業環境の違いが生理量と知的生産性に
与える影響について明らかにした。

①作業性テスト（収束的思考力・拡散的思考力）
②主観申告アンケート
③室内環境・生理量（RRI）測定

1) 開放的なコモンスペースより閉鎖的な集中ブースにおい
て、RRI値が大きく、ストレス負荷の少ない状態であった。
2) 集中ブースよりコモンスペースでテスト成績がよく、後者
が知的生産性の向上に繋がる可能性が示唆された。
3) 執務環境によって温熱環境の満足度に差異が現れた。


